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城西国際大学の歩み

03分冊読本

キャンパスの「
骨
格
」

出
来
上
が
る

―
―

ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
交
流
始
ま
る

―
―

ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
交
流
始
ま
る

テーマごとの
歴史をたどる

Ｊ
Ｉ
Ｕ
往
来

歩み
後
編運動部



月

17
日
　

平成８年
（１９９６）

城
西
国
際
大
学
年
表

平
成
８
年（
１
９
９
６
）３
月
〜
平
成
11
年（
１
９
９
９
）

３

第
１
期
生
学
位
記
授
与
式

月

２
日
　

４

入
学
式
、
大
学
院
・
新
学
科
開
学
式

10

　
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
東
京
便
の
運
行
開
始

月

1
日

平成9年
（１９９7）
3

　
第
２
期
生
学
位
記
授
与
式

月

15
日

月

1
日
　

４

入
学
式

10

　
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
入
学
制
度
発
足

月

1
日

７
月
19
日

ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
開
幕

４
月
22
日

ペ
ル
ー
大
使
公
邸
人
質
事
件
勃
発

６
月
28
日

神
戸
児
童
殺
傷
事
件
容
疑
者
逮
捕

11
月

北
海
道
拓
殖
銀
行
が
破
綻
、

山
一
証
券
が
自
主
廃
業

２
月
７
日

長
野
冬
季
五
輪
開
幕

４
月
５
日

明
石
海
峡
大
橋
開
通

７
月
25
日

和
歌
山
毒
物
混
入
カ
レ
ー
事
件
発
生

10
月
23
日

日
本
長
期
信
用
銀
行
が
破
綻

１
月
１
日

欧
州
統
一
通
貨
（
ユ
ー
ロ
）
誕
生

９
月
21
日

台
湾
中
部
大
地
震
発
生

同
30
日

東
海
村
ウ
ラ
ン
加
工
施
設
で

臨
界
事
故
発
生

５
月
31
日

２
０
０
２
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯

日
韓
共
同
開
催
が
決
定

平成10年
（１９９８）

月

15
日
　

3

第
３
期
生
学
位
記
授
与
式

月

１
日

4

入
学
式

月

22
日
　

６

第
４
期
工
事
起
工
式（
本
部
棟・Ｇ
３
棟
）

月

21
日

９

９
月
卒
業
式
・
入
学
式

８
日
新
入
生
歓
迎
会
の
開
催
ス
タ
ー
ト（
第
１
回
）

平成11年
（１９９９）

月

23
日

３

第
４
期
生
学
位
記
授
与
式

月

17
日

９

９
月
卒
業
式
・
入
学
式

月

１
日

4

本
部
棟
、水
田
記
念
ホ
ー
ル
、

Ｇ
３
棟
、第
２
学
生
ホ
ー
ル
竣
工

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
成
東
便
運
行
開
始

６
日
入
学
式
、新
学
科
開
学
式

23

　

学
校
法
人
城
西
大
学
は
、水
田
三

喜
男
先
生
に
よ
る「
学
問
に
よ
る
人
間

形
成
」を
建
学
の
精
神
に
１
９
６
５
年

に
創
立
さ
れ
た
。

　

三
喜
男
先
生
は
、現
在
の
千
葉
県

鴨
川
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
。戦
後
復
興

に
全
力
を
注
ぎ
、日
本
の
飛
躍
的
な

経
済
成
長
の
実
現
に
努
め
た
政
治
家

だ
っ
た
。自
由
民
主
党
政
務
調
査
会
長

と
し
て
、義
務
教
育
費
の
国
庫
負
担
、

私
学
助
成
等
に
尽
力
し
、教
育
振
興

に
情
熱
を
傾
け
て
き
た
。ま
た
、通
産

大
臣
、大
蔵
大
臣
な
ど
の
経
済
閣
僚

を
幾
度
も
つ
と
め
、財
政・経
済
通
と
し

て
産
業
界
に
知
己
が
多
く
、国
際
収

支
の
悪
化
、経
済
不
況
や
為
替
相
場

の
変
動
な
ど
日
本
経
済
に
難
問
が
降

り
か
か
る
た
び
に
、冷
静
な
水
田
先
生

の
判
断
が
頼
り
に
さ
れ
て
き
た
。

　

そ
の
水
田
先
生
が
掲
げ
た「
学
問
に

よ
る
人
間
形
成
」の
精
神
を
受
け
継

ぎ
、１
９
９
２
年
に
創
設
さ
れ
た
の
が

城
西
国
際
大
学（
Ｊ
Ｉ
Ｕ
）で
あ
る
。

２
０
２
２
年
に
は
開
学
30
年
を
迎
え

る
。そ
れ
に
合
わ
せ
、地
域
に
根
ざ
し

た
国
際
的
な
総
合
大
学
と
し
て
発
展

を
遂
げ
て
い
る
城
西
国
際
大
学（
Ｊ
Ｉ

Ｕ
）の
歩
み
を
振
り
返
り
た
い
。

　

30
年
を
節
目
ご
と
に
分
け
て
紹
介

す
る「
通
史
」に
加
え
、テ
ー
マ
ご
と
に

そ
の
歩
み
と
歴
史
を
た
ど
っ
た「
歩
み

―
―
Ｊ
Ｉ
Ｕ
往
来
」が
前
回
号
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。今
号
で
は「
運
動
部
：

後
編
」を
見
て
い
く
。（
➡︎ 

６
〜
11
頁
）

テ
ー
マ
別〝
歩
み
〟―
―

今
号
は「
運
動
部
：
後
編
」

「
通
史
」「
分
野
別
」の
２
本
立
て
で
振
り
返
る

第3回 キャンパスの「骨格」出来上がる

開学30年へ 地域に根ざした　総合大学として発展

第５回
「ＪＩＵフェスティバル」

総合体育文化センターも完成

増
築
中
の
第
一
食
堂
棟

父
母
後
援
会



4

群
馬
、
栃
木
、
茨
城
そ
れ
ぞ
れ
の
父
母
後
援
会

総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　

Ｊ
Ｒ
東
金
線
求
名
駅
近
く
の
約
６
万
６
０
０
０
平

方
㍍
（
２
万
坪
）
の
土
地
を
整
備
し
、
１
９
９
２
年

（
平
成
４
年
）
４
月
に
、
城
西
国
際
大
学
は
開
学
し
た
。

校
舎
３
棟
（
Ａ
棟
、
Ｂ
棟
、
Ｃ
棟
）
と
体
育
館
、
食
堂
、

そ
れ
に
図
書
館
も
校
舎
に
内
設
さ
れ
た
。
大
学
運
営

を
支
え
た
職
員
は
約
20
人
。
大
学
バ
ス
の
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
横
に
あ
る
Ａ
棟
１
階
が
事
務
所
で
、
こ
こ
に
学

事
課
・
学
生
課
・
総
務
課
・
入
試
課
・
経
理
課
な
ど

が
入
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
Ａ
棟
２
階
に
は
情
報
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

こ
こ
で
成
績
表
や
学
生
証
な
ど
証
明
書
類
を
一
括
し

て
作
成
し
て
い
た
。
あ
と
は
図
書
館
に
３
〜
４
人
の

職
員
、
パ
ー
ト
職
が
い
た
だ
け
だ
っ
た
。
Ｄ
棟
、
Ｅ

棟
の
竣
工
に
続
き
、
95
年
４
月
、
Ｆ
棟
、
Ｇ
１
棟
、

Ｇ
２
棟
建
設
・
第
一
食
堂
増
築
工
事
が
始
ま
り
、
キ
ャ

ン
パ
ス
の
整
備
が
進
ん
だ
。

	

「
ス
ポ
ー
ツ
の
Ｊ
Ｉ
Ｕ
」へ

　
　
　

推
薦
入
学
も
ス
タ
ー
ト

　

そ
し
て
96
年
（
平
成
８
年
）
３
月
17
日
、
第
１
期
生
学
位

授
与
式
が
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
初
め
て
の
卒
業
式
を
迎
え
、

経
営
情
報
学
部
・
経
営
情
報
学
科
の
２
０
８
人
、
人
文
学
部
・

国
際
文
化
学
科
の
１
８
９
人
、
２
学
部
２
学
科
の
計
３
９
７

名
の
学
生
が
初
め
て
社
会
に
、
大
学
院
へ
と
巣
立
っ
た
。

　

第
１
期
生
を
送
り
出
し
て
節
目
を
迎
え
た
Ｊ
Ｉ
Ｕ
。
父
母

後
援
会
は
千
葉
支
部
（
94
年
10
月
）
に
続
き
、
96
年
７
月
に

東
北
支
部
が
設
立
さ
れ
た
。
10
月
に
は
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の

東
京
便
が
運
航
開
始
に
な
る
。
第
５
回
の
大
学
祭
「
Ｊ
Ｉ
Ｕ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
Ｊ
Ｉ
Ｕ
新
時
代
」

第3回

■〝新時代〟の雰囲気が学内包む

 

２
本
目
の〝
太
い
軸
〟整
備
へ

　

キ
ャ
ン
パ
ス
の「
骨
格
」も
出
来
上
が
っ
て
い
く
。
98
年
３
月
、

総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー（
現
在
は「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
」

と
改
名
）が
完
成
。こ
の
場
所
で
初
め
て
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
た
。

　

東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設
計
を
担
当
し
た
大
田
建
築
設
計
研

究
所
の
大
田
純
穂
所
長
に
よ
る
と
、「
求
名
門
（
Ｊ
Ｒ
求
名
駅
）

か
ら
ピ
ア
ノ
池
、
橋
を
通
る
道
。
こ
れ
が
１
本
の
大
き
な
軸

で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
の
軸
に
沿
い
各
棟
、
体
育
館
、
食
堂

な
ど
が
建
設
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
の
あ
と
は
、
現
在
の
正
門
か
ら
「
求
名
門
軸
」
に
交
差

す
る
ま
で
の
間
に
並
木
道
を
作
っ
て
本
部
棟
な
ど
を
並
べ
る
、

も
う
１
本
の
太
い
軸
の
整
備
が
待
っ
て
い
た
。

　

21
世
紀
を
控
え
た
１
９
９
８
年
か
ら
99
年
に
か
け
た
、
２

本
目
の
太
い
軸
に
沿
っ
た
本
部
棟
・
水
田
記
念
ホ
ー
ル
な
ど

の
建
設
で
あ
る
。

5

に
ふ
さ
わ
し
い
雰
囲
気
が
学
内
を
包
ん
だ
。
11
月
に
は
、
剣

道
部
が
台
湾
・
淡
江
大
学
へ
遠
征
。
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
交
流

が
始
ま
っ
た
。

　

台
湾
遠
征
に
際
し
て
は「
結
団
式
」が
行
わ
れ
、帰
国
後
も「
帰

国
報
告
会
」
が
持
た
れ
た
。
現
地
で
の
試
合
で
は
、
台
湾
の

体
育
大
学
を
含
む
15
大
学
ほ
ど
が
出
場
。
そ
こ
に
城
西
大
と

城
西
国
際
大
学
が
参
戦
し
た
。
そ
の
結
果
、優
勝
が
城
西
大
学
、

準
優
勝
が
城
西
国
際
大
学
だ
っ
た
。

　

翌
97
年
の
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
父
母
後
援
会
の
群
馬
、

茨
城
、
栃
木
の
各
支
部
が
設
立
さ
れ
た
。
10
月
に
は
ス
ポ
ー

ツ
推
薦
入
学
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
Ｊ
Ｉ
Ｕ
」

の
体
制
を
整
え
て
い
く
。 ス

ポ
ー
ツ
の
国
際
交
流
始
ま
る—

—

剣
道
部
が
台
湾
遠
征

キャンパスの「
骨
格
」出
来
上
が
る

Ｆ棟、Ｇ１棟、Ｇ２棟の建設始まる

増
築
工
事
が
進
む
第
一
食
堂
棟

父母後援会千葉支部

求名門からの「軸」を示した完成イメージ模型より

台湾遠征の結団式

第５回「ＪＩＵフェスティバル」



67

Ｊ
Ｉ
Ｕ
往
来運動運運

動運動
歩
み

の

後編

Ｊ
Ｉ
Ｕ
往
来運動部歩
み

の

　

城
西
国
際
大
学
の
東
金
キ
ャ

ン
パ
ス
で
第
１
期
生
入
学
式
が

挙
行
さ
れ
た
の
は
１
９
９
２
年

４
月
15
日
。
校
舎
３
棟
（
Ａ
棟
、

Ｂ
棟
、
Ｃ
棟
）
と
体
育
館
、
食

堂
、
図
書
館
―
―
開
学
に
必
要

な
最
低
限
の
施
設
・
設
備
し
か

な
か
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
入
学
し
た
若
い
学

生
は
「
野
球
が
し
た
い
」「
サ
ッ

カ
ー
が
し
た
い
」
「
思
い
切
り

走
り
た
い
」
…
…
と
集
ま
り
、

ス
ポ
ー
ツ
同
好
会
、
運
動
部
、

サ
ー
ク
ル
が
次
々
と
生
ま
れ

た
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
い
ま

も
引
き
継
が
れ
、
全
国
大
会

に
出
場
す
る
選
手
が
顔
を
揃
え

る
。
そ
し
て
プ
ロ
の
世
界
や
実

業
団
に
飛
び
込
み
、
活
躍
す
る

卒
業
生
も
多
く
、「
Ｊ
Ｉ
Ｕ
ス

ポ
ー
ツ
の
地
平
線
」
は
広
が
っ

て
い
る
。

国内屈指
 強豪JIU
チームたち

プロへ
、世
界
へ

広
が
る
地
平
線

良質の波求めて全国から

 

創
部
10
年

〝
基
本
を
大
切
に
〟方
針
で
成
果

創
立
者
の
想
い
受
け
継
ぐ

引き継が
れるエネ

ルギー

自主的なクラブ運営を伝統に

開
学
年
に
創
部

プ
ロ
野
球
選
手
も
輩
出
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国
内
屈
指
の
サ
ー
フ
ィ
ン
強
豪
校
と
い

え
ば
城
西
国
際
大
で
あ
る
。
１
９
９
４
年
に
創
部
以
来
、
全
日
本
学

生
選
手
権
秋
季
大
会
で
30
回
近
く
も
団
体
優
勝
を
重
ね
て
い
る
。
全

日
本
選
手
権
に
も
主
力
部
員
が
出
場
し
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
の
実
施
種
目
に
決
ま
り
、
一
躍
脚
光
を
浴
び
て
い
る
サ
ー
フ
ィ
ン
。

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
代
表
格
だ
。
五
輪
会
場
も
東
金
キ
ャ
ン
ス
に
近
い一
宮
町
だ
。

　

こ
こ
で
波
に
乗
っ
て
い
る
部
員
も
い
る
。
良
質
の
波
を
求
め
て
他
の
都
道
府
県
か
ら
一
宮
町
に

移
住
す
る
選
手
が
多
い
中
、
サ
ー
フ
ィ
ン
部
員
は
地
の
利
を
生
か
し
て
汗
を
流
し
て
い
る
。「
一

宮
は
常
に
プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー
が
い
る
の
で
、吸
収
す
る
こ
と
が
多
い
。
刺
激
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

部
員
た
ち
は
、
日
の
出
と
と
も
に
海
に
入
り
、
授
業
を
受
け
た
後
の
夕
方
か
ら
再
び
波
に
乗
る
。

陸
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
も
取
り
入
れ
て
お
り
、
練
習
時
間
は
一
日
４
時
間
に
も
及
ぶ
。

　

全
国
で
約
30
大
学
が
サ
ー
フ
ィ
ン
に
取
り
組
む
中
、
城
西
国
際
大
は
宮
崎
産
大
と
並
ぶ
強
豪

校
、
と
言
わ
れ
て
き
た
。

　

開
学
の
翌
年
に
創
部
さ
れ
た
が
、
対
外
試
合
な
ど
で
活
躍
す
る
の
は
、

２
０
０
０
年
９
月
に
Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
職
員
と
な
っ
た
秋
山
修
一
さ
ん
が
指
導
し
て

か
ら
だ
。
秋
山
さ
ん
は
、
創
立
者
の
水
田
三
喜
男
先
生
の
母
校
の
安
房
高

校
の
柔
道
部
出
身
。
高
校
卒
業
後
は
都
内
の
大
学
に
進
み
、
選
手
と
し

て
試
合
に
出
る
傍
ら
学
連
の
仕
事
も
担
当
。

　

職
員
と
な
っ
た
当
時
の
部
員
は
２
名
、

２
０
０
１
年
に
４
名
の
部
員
を
迎
え
て
計
６

名
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。
部
員
も

増
え
た
14
年
に
男
女
チ
ー
ム
が
東

京
・
日
本
武
道
館
で
の

全
国
大
会（
団
体
戦
）

に
出
場
す
る
。

　

毎
年
冬
に
東
金
キ
ャ

ン
パ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で

「
水
田
三
喜
男
杯
争
奪
選

抜
高
等
学
校
柔
道
大
会
」
が
開
催
さ
れ

る
。
本
大
会
は
創
立
者
の
水
田
三
喜
男

先
生
が
柔
道
に
い
そ
し
ん
で
い
た
こ
と
に

ち
な
ん
で
２
０
０
１
年
に
ス
タ
ー
ト
。
現

在
で
は
全
国
の
強
豪
校
が
集
う
「
柔
道

の
Ｊ
Ｉ
Ｕ
」
の
大
会
と
し
て
年
末
の
風
物

詩
と
な
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｕ
往
来運動運運

動運動
歩
み

の

後編

Ｊ
Ｉ
Ｕ
往
来運動部歩
み

の

明
治
神
宮
野
球
大
会
で
は
、
準
決
勝
に
進
ん
だ
。

　

こ
れ
ま
で
千
葉
県
リ
ー
グ
で
は
、
春
と
秋
合
わ
せ
６
回
優
勝
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
宇
佐
見
真

吾
選
手
（
日
本
ハ
ム
）
ら
が
巣
立
って
い
る
。

　

城
西
国
際
大
学
が
設
立
さ
れ
た
１
９
９
２
年
に
創
部
。
１
期
生
は
、
18
人
で
、
国
学
院
大
学
、

千
葉
銀
行
で
野
球
を
や
っ
て
い
た
職
員
の
京
相
吉
孝
さ
ん
が
指
導
者
だ
っ
た
。
開
学
し
た
ば
か
り

で
運
動
施
設
・
設
備
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
東
金

市
営
球
場
や
県
立
成
東
高
校
の
グ
ラ
ン
ド
を
借

り
て
練
習
し
て
い
た
。
こ
の
年
の
秋
に
千
葉
県
大

学
野
球
リ
ー
グ
の
３
部
に
入
る
。
94
年
春
に
２

部
に
、
95
年
秋
に
１
部
に
昇
格
す
る
。
リ
ー
グ

参
加
か
ら
７
季
で
の
１
部
昇
格
は
、
リ
ー
グ
で
の

最
速
記
録
で
あ
る
。
97
年
に
は
、
米
国
遠
征
も

行
っ
た
。

　

そ
の
後
は
、
２
部

降
格
、
１
部
復
帰

を
繰
り
返
し
た
。

指
導
者
も
京
相
さ

ん
か
ら
高
橋
誠
さ

ん
、
そ
し
て
、
城
西

大
学
の
硬
式
野
球

部
の
監
督
だ
っ
た

原
田
勝
美
さ
ん
が
、

就
任
し
た
。

 

プ
ロ
野
球
選
手
も
輩
出

　

２
０
０
７
年
に
、
佐
藤
清
さ
ん
が
監
督
と
な
っ
た
。
佐
藤
監
督
は
、
天
理
高
校
、
早
稲
田
大
学
、

日
本
生
命
で
活
躍
。
２
０
１
９
年
に
は
、
春
の
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大
会
２
度
目
の
出
場

を
実
現
さ
せ
、
秋
に
は
、
関
東
地
区
大
学
野
球
選
手
権
大
会
で
、
初
優
勝
＝
写
真
＝
し
、
続
く

関
東
王
者
、

　
そ
し
て
神
宮
へ

〝柔道のＪＩＵ〟として団体優勝重ねる
国内屈指の強豪校

東金キャンパスを訪れ、交流会（トークショー）のあと在校生に囲まれて
笑顔の宇佐見選手（中央）＝2018年12月18日撮影
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城
西
国
際
大
学
軟
式
野
球
部
（
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
）
は
、

創
部
が
１
９
９
４
年
。
指
導
者
に
頼
ら
ず
、
学
生
が
自
主
的
に
ク

ラ
ブ
運
営
し
て
き
た
。

　

99
年
に
は
東
関
東
大
会
で
優
勝
。
２
０
０
７
年
に
は
、
第
30
回

全
日
本
大
学
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
で
優
勝
し
た
。
そ
の
後
も
同

じ
リ
ー
グ
で
観
光
学
部
軟
式
野
球
部
と
競
い
合
い
、
好
試
合
を
展

開
し
て
き
た
。
昨
年
の
東
関
東
大
学
軟
式
野
球
連
盟
秋
季
リ
ー
グ

戦
で
は
、
準
優
勝
し
、
観
光
学
部
軟
式
野
球
部
と
と
も
に
第
40
回

東
日
本
大
学
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場
し
た
。
11
年
ぶ
り
の

東
日
本
大
学
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
出
場
で
あ
る
。

城西国際大学 広報課窓　口 koho@j i u . ac . j pメール 0475-55-7059電　話

　

創
立
30
周
年
誌
に
向
け
て
、昔
の
Ｊ
Ｉ

Ｕ
の
様
子
が
撮
影
さ
れ
た
皆
さ
ま
御
所

蔵
の
写
真
を
お
貸
し
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で

し
ょ
う
か
。運
動
部
、文
化
部
、海
外
連

携
、地
域
連
携
、父
母
後
援
会
、セ
ミ
ナ
ー・

講
演
、大
学
院・研
究
な
ど
、こ
れ
ま
で
Ｊ

Ｉ
Ｕ
が
歩
ん
で
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

を
、本
誌『
Ｊ
Ｉ
Ｕ
ヒ
ス
ト
リ
ー
』で
も
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
って
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、と
い
う
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、ぜ
ひ
下
記
ま
で
ご
一
報
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

御所蔵の写真をお貸しください

Ｊ
Ｉ
Ｕ
往
来運動運運

動運動
歩
み

の

後編

Ｊ
Ｉ
Ｕ
往
来運動部歩
み

の

　

千
葉
県
鴨
川
市
に
城
西
国

際
大
学
の
観
光
学
部
が
設
立

さ
れ
た
の
は
、
２
０
０
６
年
。

東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
生
募

集
の
担
当
を
し
て
い
た
河
上

國
男
さ
ん
が
監
督
と
な
り
、

２
０
１
０
年
に
観
光
学
部
軟

式
野
球
部
が
創
部
さ
れ
る
。

今
年
は
創
部
10
周
年
。

　

河
上
さ
ん
は
、
愛
媛
県
の

出
身
で
、根
本
陸
夫
さ
ん
（
プ

ロ
野
球
・
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の

初
代
監
督
）
と
の
出
会
い
、

教
え
か
ら
「
野
球
は
基
本
を

大
切
に
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を

し
っ
か
り
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

が
す
べ
て
」
を
方
針
に
指
導

し
た
。
最
初
は
、
選
手
わ
ず

か
10
人
の
ス
タ
ー
ト
、
う
ち

９
名
が
愛
媛
県
出
身
だ
っ
た
。

　

昨
年
秋
、そ
の
苦
労
が
実
っ

た
。
第
28
回
東
関
東
大
学

軟
式
野
球
連
盟
秋
季
リ
ー
グ
戦
で
優
勝
、
３
年
連
続
４
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

こ
の
優
勝
で
第
40
回
東
日
本
大
学
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場
し
、
こ
こ
で
も
快
進
撃

を
続
け
た
。
準
決
勝
、
決
勝
は
い
ず
れ
も
延
長
戦
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
日
体
大
、
白
鴎

大
学
を
破
り
、
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

第30回全日本
大学選手権で優勝

第
40
回
東
日
本
大
学
選
手
権
で
初
優
勝

２
０
１
９
年
春
季
２
次
リ
ー
グ
初
戦
の
日
大
理
工
学
部
戦（
勝
利
）で
ホ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
上
に
並
ぶ
選
手
た
ち

※写真は全て「城西国際大学 軟式野球部
　Twitter「@jiubb」より

第40回東日本大学軟式野球選手権の決勝戦、サヨナラ勝ちで優勝決定の瞬間

2019年春季2次リーグ・日大経済学部戦で
2017年の秋季リーグで東リーグ一位通
過を決めた国際武道大学戦（勝利）で




